


事業系可燃ごみの組成（令和元年度：基準年次）

　事業所から出された燃えるごみのうち、リサイクルできる紙と

食品ごみ・生ごみが約半分を占めています。これらをごみにしない

ためにも、更なるごみの減量とリサイクルが必要です。

　大量生産・大量消費・大量廃棄

によって経済発展を遂げた20世

紀を経て、私たちは資源が有限で

あることに気付き、循環型社会の

構築は今や大きな社会的課題と

なっています。

　このことは、「誰一人取り残さない持続可能な社会」の実現を目指して、2015年

９月に国連サミットで世界が合意した持続可能な開発目標「SDGｓ」の17の目標の

うち、目標11「住み続けられるまちづくりを」、目標12「つくる責任つかう責任」の

達成にも関わるものです。

　福岡市では、2021年8月に「循環のまち・ふくおか推進プラン」を策定し、可

燃ごみ組成の上位3品目である古紙、プラスチックごみ、食品廃棄物を重点3品目

と位置付けて、更なるごみ減量・リサイクルの取組みを推進しています。

　本ルールブックは、限りある資源の有効利用について認識を深め、ごみの減量・

リサイクルに取り組む一助としていただくために発行しました。「資源物」とするか

「ごみ」とするかは、事業者の皆さま次第です。「住み続けられるまちづくり」を

目指し、事業者の皆さまのご協力をお願いいたします。
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一般廃棄物、産業廃棄物に関わらず、廃棄物を不法投棄したり、
野外焼却（野焼き）したりすることは、法により禁止されてい
ます。これらに違反した場合は、罰則が科せられます。

５年以下の懲役若しくは
1,000万円以下（法人の場
合は３億円以下）の罰金又
はその両方が科せられます。

廃棄物のうち、産業廃棄物以外を一般廃棄物といい、そのうち、事業活動に伴って生じた廃棄物が
事業系一般廃棄物(事業系ごみ)です。事業活動とは会社や工場などの事業所のほか、学校や官公庁
などの公共機関や、NPO（非営利団体）、 宗教法人、個人商店の活動など、家庭以外で行われるすべ
ての活動を指します。

市が収集するのは、家庭の日常生活から出るごみだけです。
事業所から出るごみは規模に関わらず、必ず事業者の責任で
適正に処理してください。

事業所から出るごみを家庭ごみ
として出すことはできません。STOP

不法投棄や野外焼却は犯罪です。
STOP

産業廃棄物は20種類に分類されています。どの業種から出ても産業廃棄物になるもの（表中①～⑫）と
特定の業種から出た場合にのみ産業廃棄物になるもの（表中⑬～⑲）とがあります。

産業廃棄物の種類と具体例

種　類 具　体　例 種　類 具　体　例

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

木くず

紙くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

動物のふん尿

動物の死体

建設業に係るもの（工作物の新
築、改築又は除去により生じた
もの）、木材又は木製品製造業（家
具製品製造業含む）、パルプ製造
業、輸入木材の卸売業及び物品
賃貸業から生じる木材片、おが
くず、バーク類等、貨物の流通
のために使用したパレット等

食料品、医薬品、香料製造業
から生じるあめかす、のりかす、
醸造かす、発酵かす、魚及び
獣のあら等の固形状の不要物

と畜場において処分した獣
畜、食鳥処理場において処理
した食鳥

畜産農業から排出される牛、馬、
豚、めん羊、にわとり等のふん尿

畜産農業から排出される牛、馬、
豚、めん羊、にわとり等の死体

建設業に係るもの（工作物の
新築、改築又は除去により生
じたもの）、衣類その他繊維
製品製造業以外の繊維工業か
ら生じる木綿くず、羊毛くず
等の天然繊維くず

建設業に係るもの（工作物の
新築、改築又は除去により生
じたもの）、パルプ製造業、
製紙業、紙加工品製造業、新
聞業、出版業、製本業、印刷
物加工業から生じる紙くず

汚泥

燃え殻

排水処理後及び各種製造業生
産工程で排出された泥状のも
の、ビルピット汚泥等

石炭がら、焼却炉の残灰、その
他の焼却残さ

廃油 鉱物性油、動植物性油等

廃酸

ゴムくず

金属くず

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

廃硫酸、廃塩酸等、すべての酸
性廃液

廃アルカリ
廃ソーダ液等、すべてのアル
カリ性廃液

生ゴム、天然ゴムくず

鉄鋼、研磨くず、切削くず等
金属性家具類（机、ロッカー等）

鉱さい 鋳物廃砂、電気炉等熔解炉
かす等

がれき類
工作物の新築、改築又は除去
により生じたコンクリート破
片、アスファルト破片、その他
これに類する不要物

ばいじん

大気汚染防止法に定めるばい
煙発生施設、ＤＸＮ対策特別措
置法に定める特定施設又は産
業廃棄物焼却施設において発
生するばいじんであって集じん
施設によって集められたもの

上表①、②、⑥、⑨、⑪、⑬、⑮の産業廃棄物のうち中小企業基本法第2条第１項各号に規定する中小企業者が福岡市内で排出した産業廃棄物は、一般廃棄物の
処理に支障のない範囲内で、市の処理施設でも受入れています。自己搬入する場合は自己搬入ごみ事前受付センターへ（P8参照）

ガラス類(板ガラス等)、製品の
製造過程等で生ずるアスファ
ルト、コンクリートくず、廃石膏
ボード、陶磁器くず等

廃プラスチック類
合成樹脂くず、合成繊維くず等
固形状・液状のすべての合成
高分子系化合物

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
以上の産業廃棄物を処分するため
に処理したもので、上記の産業廃棄
物に該当しないもの

あ
ら
ゆ
る
事
業
活
動
に
伴
う
も
の

特
定
の
事
業
活
動
に
伴
う
も
の



・食料品製造業などの業種から発生する食品廃棄物は産業廃棄物です。

・食品関連事業者は、食品リサイクル法に基づき減量・リサイクルに取り組むよう努めてください。

購入する（した）小売店に引き取りを
依頼するか、指定取引場所に直接持ち
込んでください。

産業廃棄物はコチラ
許可を受けた産業廃棄物処理業者に処理を委託してください。

（公社）福岡県産業資源循環協会

TEL：092-409-8911

お
問
い
合
わ
せ
先

産業廃棄物処理業者の照会

環境局 産業廃棄物指導課

TEL：092-711-4303

お
問
い
合
わ
せ
先

産業廃棄物に関する相談



事業所から出るごみの分類と処理方法

月曜日～金曜日  9：00～17：00
第1・3・5土曜日  9：00～12：00

092-432-0123
受
付
時
間お問い合わせ

□ 「燃えるごみ」「燃えないごみ」「古紙」の3分別です。

□ ごみ袋は、中身の見える透明または半透明の袋を使用してください。

□ 原則として夜間収集です。なお、土曜の夜はお休みです。

CHECK!

協同組合福岡市事業用環境協会

収集運搬経費

150円
50ℓまでごとに

※上記の料金は条例で定めた手数料の金額であり、許可業者と契約する際の上限金額となります。(金額には消費税を含む)

ために
　なる！ 少量排出

事業所用ごみ袋

基本は50ℓの袋での排出ですが、特にごみ
の排出量が少ない事業所を対象にしたごみ
袋です。
収集料金などの詳細は、収集を担当する許可
業者にお問い合わせください。

事業系ごみと家庭ごみを分けて出してください。
それぞれの袋で分けて出せない場合は、すべて事
業系ごみとして出してください。
※すべて事業系ごみとして出す場合、各区役所生
活環境課（P22参照）で「併用世帯」の申請により
収集費用の一部を市が助成する場合があります。

福祉サービス施設や社員寮など
から排出されるごみについて

会社・商店等の事業所と
自宅が一緒の場合

事業用建物なので、原則、すべて事業系ごみ
になりますが、その一部を家庭ごみとして
排出することができる場合があります。詳
しくは、収集管理課（P22参照）にお問い合
わせください。

家庭 事業
事業所用ごみ袋

30
事業

許可を受けていない業者には、ごみの運搬や処分を依頼できません。
廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合は、市の許可を受けた業者など、法令で決められた者に委託しなければなりません。これに違反し
た場合は、5年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金又はその両方が科せられます。

料
金（

　

   

）

ご
み
処
理

手
数
料

処分経費

14円
1kgまでごとに

収集運搬経費

4,070円
1㎥までごとに

処分経費

14円
1kgまでごとに

定
期
収
集

臨
時
収
集
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▼スマホは
こちらから

※ただし祝日を除く

一般廃棄物収集運搬許可業者に収集を依頼する 担当区域の許可業者を
案内しています。

事業所から出るごみの分類と処理方法

月曜日～土曜日8：30～16：00
（1月1日～3日は休み）

※ごみ搬入予定日の2週間前から搬入予定時刻の
　30分前まで受付（ただし当日分は各施設の最終
　受入時間の30分前まで）

092-433-8234

10kgまでごとに140円

受入時間／月曜日～土曜日8：30～16：00（臨海工場9：30～15：30）
休み／日曜日、1月1日～3日 ※12月31日は全施設15：00まで

搬入先（市の処理施設）

□ トラック等で覆いのない車両は、ごみが飛散、落下しないようにシートをかけてください。

□ 2トン以上の車両で搬入する場合は、2名以上で搬入してください。

□ 複数施設に搬入する場合は、事前に分別を行ってください。（施設内での分別作業は禁止です。）

□ 処理施設内では、管理者の指示に従ってください。

□ ごみの投入の際に、受入基準違反物や申し出にない品目が確認できた場合は、持ち帰りをお願いしています。

燃
え
る
ご
み

東部工場
東区蒲田5丁目 11-2

臨海工場
東区箱崎ふ頭4丁目 13-42

クリーン・エネ・パーク南部
春日市大字下白水104-5

西部工場
西区大字拾六町1191

燃
え
な
い

ご
み

東部資源化センター
東区蒲田5丁目 11-1

西部工場
西区大字拾六町1191

陶
器

ガ
ラ
ス
な
ど

東部（伏谷）埋立場
糟屋郡久山町大字山田1431-1

西部（中田）埋立場
西区今津4439

受
付
時
間

年中24時間受付
（メンテナンス期間は除く）

※ごみ搬入予定日の2週間前から搬入予定時刻の
　30分前まで受付（ただし、当日分は14時30分まで）

https://jizenuketuke-kankyo.
city.fukuoka.lg.jp/eco

受
付
時
間

▼スマホは
こちらから

CHECK!
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料金（　   ）ごみ処理
手 数 料

市の処理施設に自己搬入する 自己搬入ごみ事前受付センターに
下記の方法でお申し込みください。

TEL受付 インターネット受付

令和３年11月からごみの自己搬入を行う排出事業者の事前登録制度を導入しています。事前登録の対象は、産
業廃棄物を搬入する排出事業者や、トラックなどの貨物車等で一般廃棄物を搬入する排出事業者で、搬入申込み
の際に、認証番号による本人確認が必要になります。未登録者は、搬入申込みができません。ご不明な点について
は、受付センター（092-433-8234）または環境局事業推進課（092-711-4316）までお問い合わせください。







「食品廃棄物」とは、食品の製造過程から生じる残さ、流通過

程から生じる売れ残り、消費過程から生じる食べ残しなどの

ことをいいます。「食品ロス」とは、食品廃棄物のうち、まだ食べられるのに捨てられてしまう食

品（手つかず食品や食べ残しなど）のことをいいます。

〒814-0122　福岡市城南区友泉亭 1-21

福岡市では、食品ロス削減に向け、「福岡
エコ運動」を実施しています。
飲食店や宿泊施設、食品小売店等を利用
される方に、「福岡エコ３項目」を積極
的に周知していただいています。食品
ロス削減にご協力をお願いします。

※食品ロス削減に取り組んでいる飲食店や
宿泊施設、食品小売店等を「福岡エコ運動
協力店」として登録し、市ホームページ等
で紹介しています。

飲食店・宿泊施設

小売店

〒810-8620 福岡市中央区天神１-8-1

TEL

092-711-4039
FAX

092-711-4823

環境局 ごみ減量推進課

お問い合わせ先

福岡エコ運動 検索

「福岡エコ運動」
食べ残しや売れ残りを出さないための活動



対象機器、対象外機器の詳しい例示やメーカーごとのリサイクル料金

一覧、指定引取場所、リサイクルの手続きなどは、（一財）家電製品協会

家電リサイクル券センターのホームページをご確認ください。

TEL 092-409-8911
（公社）福岡県産業資源循環協会

メーカーの受付窓口など、パソコンのリサイクルに関する詳細は、
（一社）パソコン３Ｒ推進協会のホームページ（https://www.pc3r.jp/）を
ご覧ください。

事業系PC3R協会

検索 スマホは
こちら▶

小売店が
不明の場合

お近くの回収協力店（ヤマダデンキ）に引き取りを予約するか、郵便局で手続きを
した後、指定引取場所（市外）※へ直接持ち込む方法があります。
※詳しくは下記リサイクルポイントをご参照ください。





〒810-8620 福岡市中央区天神１-8-1
福岡市役所本庁舎13階

TEL

092-711-4039
FAX  092-711-4823

環境局 ごみ減量推進課提
出
先



東区生活環境課
TEL 092-645-1061　FAX:092-632-8999

博多区生活環境課
TEL 092-419-1068　FAX:092-441-5603

中央区生活環境課
TEL 092-718-1091　FAX:092-718-1079

南区生活環境課
TEL 092-559-5374　FAX:092-561-5360

事業系一般廃棄物の

排出方法や減量・

リサイクルに関すること

TEL

092-711-4039
FAX  092-711-4823

ごみ減量推進課

TEL

092-711-4346
FAX  092-733-5907

事業系一般廃棄物の

収集運搬許可業者に

関すること

収集管理課

産業廃棄物に

関すること

TEL

092-711-4303
FAX  092-733-5592

産業廃棄物指導課

城南区生活環境課
TEL 092-833-4086　FAX:092-822-4095

早良区生活環境課
TEL 092-833-4340　FAX:092-841-6687

西区生活環境課
TEL 092-895-7050　FAX:092-882-2137

西区西部出張所
TEL 092-806-9430　FAX:092-806-6811




